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出典：『まち保育のススメ－おさんぽ・多世代交流・地域交流・防災・まちづくり』

2017年5月5日発刊（萌文社）より

就学前の子ども達が集積する場の多様化・複雑化

子育て家庭に対する多様な支援と“場”
－子育て支援は私的領域から公的領域で行う時代へ－



家族の変容（核家族化、夫婦共働き等）に伴い
「地域社会で群れる子育ち（vs子育て）」をどう捉えるか

１．男女の役割を分担推進する住宅地開発から、
男女が共に働き群れた子育てをするために必要な居住政策

２．子ども達だけで集団で過ごすという場の多様化とつくり込み
・遊び相手が見つけられない、他者とふれあう機会が減っている子ども達

にとっては、そのような設え（例：単目的施設から複合目的施設）の必
要性が高まる。

・限られた地域資源の中で施設とその環境を、誰がどのように 企画、管
理、活用していくかといった地域での『エリアマネジメント』 の観点に、子
どもの主体性の構築も必要。

→「空き家」「空きビル」「空き教室」「公園」「道」 「公開空地」等のシェア

３．子どもの育ちを軸に、個人－家庭－地域－仕事のバランスが
とれた「生活者」でいられるまちづくり

→住む－働く－暮らす－福祉の場の想定



「まち保育」は、子どもたちの生活を
より豊かにするものです。

それは、保育施設・教育施設の
園外活動だけを指すのではありません。

まちにあるさまざまな資源を保育に活用し、
まちでの出会いをどんどんつないで

関係性を広げていくこと、
そして、子どもを囲い込まず、

場や機会を開き、
身近な地域社会と一緒になって、

まちで子どもが育っていく土壌づくりをすることを
私たちは「まち保育」と呼んでいます。

子育て支援の場においても、
家庭生活においても、

また地域の活動においても、
「子どもがまちで育つ」視点を

大切にしてほしいと考えています。

出典：

『まち保育のススメ

－おさんぽ・多世代交流

・地域交流・防災・まちづくり』

2017年5月5日発刊（萌文社）より

「保育」

乳幼児を適切な環境
のもとで健康・安全で
安定感をもって活動
できるように養護する
とともに、その心身を
健全に発達するように
教育すること



子どもの成長に伴う

まちのシェアの実態（乳幼児生活圏）
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2004年度三鷹市でのアンケート実態調査より



よく行く場所までの平均移動時間と
その場所の選択基準（評価）の関係

児童遊園・広場・あそび場

街区公園・近隣公園

友人の家

児童館

子育て支援施設

大型スーパー等
・ＰＣ利用無

地区公園
・特殊公園

街・商店街
大型スーパー等

・PC利用有

親戚の家0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

3 8 13 18 23 平均移動時間（分）

立地・アクセスについて 設備・機能について 環境について 利用者について 過ごし方について 多項式 (立地・アクセスについて)

身近さ圏＝徒歩で「近い」と評価できる圏域（約300m）
ちなみに街区公園の誘致距離基準は250ｍ

出典：『まち保育のススメ－おさんぽ・多世代交流・地域交流・防災・まちづくり』

2017年5月5日発刊（萌文社）より



乳幼児親子の行動圏類型 -2013年度横浜市調査（西田）より-

4ヶ月児は「行動圏①：
数・種類が豊富、選択の軸
が商業施設寄り、行動圏は
コンパクト～中程度
（58.1％）」、
3歳児は「行動圏③：
数・種類が豊富、選択の軸
が公園寄り、行動圏がコン
パクト（56.5%）」
の割合が多いという年齢に
よる特徴。

11.6%

58.1%

17.4%

15.1%

56.5%

5.8%

14.5%

20.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

3歳児

4ヶ月児

子どもの成長と行動圏類型の関係

行動圏①数・種類が豊富、選択の軸が商業施設寄り、行動圏がコンパクト～中程度

行動圏②数・種類が画一的、選択の軸は公園と商業施設、行動圏がコンパクト

行動圏③数・種類が豊富、選択の軸が公園寄り、行動圏がコンパクト

行動圏④数・種類が若干画一的、選択の軸が商業施設寄り、行動圏が大きい

（カイ二乗検定１％有意差あり）
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行動圏類型と地域へのコミットメントとの関係
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（カイ二乗検定１％有意差あり）

4ヶ月児において
「行動圏②：数・種類が
画一的、選択の軸は公園
と商業施設、行動圏がコ
ンパクト」
の親子が他と比べて、
「在地域時間が長く、近
隣地域との付き合いが薄
い（53.8％）」
の割合が高かった。

「近くの行ける範囲にある公園や商業施設のみに行っている人」
は、

「在地域時間が長いにも関わらず、近所づきあいが薄い」傾向
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行動圏類型と定住志向との関係

住み続ける 転居する わからない NA

（カイ二乗検定１％有意差あり）

４ヶ月児において
「行動圏④：数・種類が画
一的、選択の軸が商業施設
寄り、行動圏が大きい」
の親子が他と比べて、
「住み続ける（38.9％）」
の割合が低かった。

注）定住志向は「住み続ける」「転居する」
「わからない」の3項目で分析を行った。

「よく行く場所の数・種類が画一的で行動圏が大きい人」は
「定住志向が低い」傾向
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図 一緒に遊ぶ人数別幸福感
（p<0.5）

図 遊ぶ場所の選択数別幸福感
（p<0.1）

平成22年厚生労働省「小学高学年の生活実態及び意識将来への期待についての調査研究」結果概要

子どもの場や人の繋がりの “選択肢”を増やすことの重要性

―多様な遊び・多様な遊び場所を持っている子どもほど幸福感が高い



出典：『まち保育のススメ－おさんぽ・多世代交流・地域交流・防災・まちづくり』

2017年5月5日発刊（萌文社）より



子どもの育ちに欠かせない

まちのシェア



出典：『まち保育のススメ－おさんぽ・多世代交流・地域交流・
防災・まちづくり』2017年5月5日発刊（萌文社）より

保育の実現のための「地域に出向く」「地域から来る」の関係
も施設の状況により多様
Relationships among a day nursery and local facilities/communities are different in each 

building or facility type of day nursery.

Fig.2  Three kinds of relationships among a day nursery 

and the other local facilities and communities.
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保育施設の園外活動に着目すると見えてきたこと

2007年度横浜市でのアンケート実態調査より

園庭の無い保育施設は、ほぼ毎日園
外活動を行っている。

その目的は多様で目的地への単なる
移動とは限らない。

Most day nurseries which

have not their own play ground

go for a walk everyday as daily

outdoor activity.

Moreover, the purposes of

daily outdoor activities are

various and not only moving to

a destination such as park.

Fig. 1  Purposes and places for daily outdoor 

activities of day nurseries.

Characteristics of Daily Outdoor Activity 



お散歩マップからみる地域活用の様子

2007年度横浜市でのアンケート実態調査より

地図分析から様々な人やモノ、コトをフル活用している実態が明らかになった。

Regional activities seen in walking maps.
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Fig.3  Numbers of regional activities according to human/facilities resources.

Consideration

Greeting

Play together

Riding

Exchanging

Being given somethings

Join in event

Buying

Feeding

Map analysis showed day nurseries utilize various people, facilities and events in neighborhood.



保育施設が小さな生活圏の地域とつながる・・・・

繋がるきっかけにお散歩を、その仲介ツールにお散歩マップを!

出典：『まち保育のススメ－おさんぽ・多
世代交流・地域交流・防災・まちづくり』
2017年5月5日発刊（萌文社）より

A day nursery is connected with small local community in town.

Take a walk to meet local community, and utilize a walking map to connect with 

local community.

Fig.4  Infantile life zone model centering on childcare facilities.



●み～んな一緒にまち歩き

●ありがとうカード大作戦
ワークショップ

●おさんぽマップ・
バージョンアップ

●ワークショップ 必須アイテム

●防災まち歩きワークショップ

●活動の見える化
（てくてくあおば、おさんぽ手帳）

●おさんぽマップ
点検＋発見ワークショップ

●キッズカメラマンワークショップ

●「まち保育」で防災力アップ

Map Workshop



キッズカメラマンワークショップWorkshop for finding by kids photographer



Spread of Participants

Fig.5  Flow of Map Workshops and Variation of Participants

関係性の広がり



地域

保育施設

・家庭と同様に、子どもが「地域」
で育まれていく環境の担保

・日常的な安心感から非常時の
安心感へ

・地域共存の深化

・子どもを通して、家族や同
世代でない第三者の知り合
いができる

・地域への馴染みが深まる

・地域に住む子育て家庭との接点となる
・乳幼児期の子ども目線でのまちの再点検・再評価・再整備

⇒「子どもが育てやすいまち」という価値付け

子ども
・家庭

「保育施設と地域がつながる」と広がった可能性



出典：『まち保育のススメ－おさんぽ・多世代交流・地域交流・防災・まちづくり』

2017年5月5日発刊（萌文社）より

「まち保育」に含まれる様々なまちのシェア事例
Examples of various activities included in “MACHI-HOIKU”.



出典：『まち保育のススメ－おさんぽ・多世代交流・地域交流・防災・まちづくり』 2017年5月5日発刊（萌文社）より
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Machi-Hoiku develops community wider.まち保育



【参考事例】
子育ちをまちでシェアするための
まち・空間（設え）・人・コトの観点



待機児童対策ではなく“まち”が保育施設を誘致する先手な発想



保育に欠かせない地域資源の存在を軸に

“あえて”立地する保育施設の存在

神奈川県大磯町認可小規模保育施設「こびとのこや」

地域で育てる森のようちえん http://kobitonokoya.com



施設整備における“すき間”と“境界”のデザイン、その価値への理解

出典：『まち保育のススメ－おさんぽ・多世代交流・地域交流・防災・まちづくり』

2017年5月5日発刊（萌文社）より

東京都町田市「しぜんのくに保育園」

http://toukoukai.org



まちの保育園 https://machihoiku.jp/

地域と保育施設をつなぐコーディネータ的役割の存在



保育施設をまちづくりの担い手とするための新しい制度設計

保育施設による公園活用と
公園マネジメントの可能性に向けた検討（横浜市）



保育施設が公園マネジメントの一端を担い、
それを評価する具体的な仕組み（地域貢献への評価）

提案に対しての評価・
確認項目

・周辺環境の理解
・周辺ステークホルダの把握

と活用への意識
・地縁組織との関係づくり

への意識
・具体的な取り組み内容と

施設計画との対応
・人事配置
・園児の安全安心等の

防災意識 等募集要項・
提出書類の
改定



東京新聞

単なる移動空間でない“道”空間の理解と再評価



住宅地開発時からつながりの仕掛けを埋め込む

（株）リスト LIST-GARDEN nococo-town

http://www.listsothebysrealty.co.jp/news_cms/wordpre
ss/wp-
content/uploads/2017/05/20170523_LISTGARDENno
cocotown.pdf

「HOME‘S PRESS」
http://www.homes.co.jp/cont/press/buy/buy_00667/



選択してもらうまちとなる“入り口”をつくる

文京子育て不動産 http://fudousan.bunkyo-kosodate.net/



主体的に関われば３人目も産みたいと思わせる居場所づくり

まちの家族 https://machinokazoku.info/



ウェルカムベビープロジェクト
http://welcomebabyjapan.jp/

胎児期からまちで育てる文化の醸造ーこのまちに生まれてきてくれてありがとう



welcomeあおば子育てツアー
http://morinooto.jp/2017/06/15/aobatourreport/

乳幼児親子をまちに迎え入れるーこのまちで一緒に育っていこうよ








